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名称 

計測器読取装置、及び自動制御システム 

技術分野 

【０００１】本発明は、アナログ流量計、アナログ圧力計、アナログ速度計など

の計測器で測定された測定値を取得する計測器読取装置及び自動制御システムに5 

関する。 

背景 

【０００２】アナログ流量計などのアナログ式の計測器の指示体及び目盛りを撮

像し、撮像された画像に基づいて指示体で示された目盛りを測定値として読み取

る自動読取装置が知られている（特開２００６－８４４１８号公報、特開２０１10 

１－１６３８５６号公報参照）。この種の自動読取装置によって複数の計測器の測

定値を読み取る場合には、複数のカメラを設置して計測器ごとに測定値を取得し

たり、あるいは、一台のカメラで複数の計測器をまとめて撮像し、画像処理によ

って複数の測定値を取得したりしている。 

概要 15 

【０００３】しかしながら、複数の計測器、例えばアナログ流量計などを一台の

カメラで撮像した場合には、カメラに対する計測器それぞれの距離や向きが一定

ではないため、一部の計測器の焦点が合わずにぼやけてしまう場合があり、測定

値として取得する際の精度が低下する可能性がある。 

【０００４】本発明は、以上の課題を解決することを目的としており、複数の計20 

測器による複数の測定値を精度よく、且つ効率的に取得できる計測器読取装置、

及び自動制御システムを提供することを目的とする。 

【０００５】本発明は、目盛りに沿って移動する可動部で示された値が測定値と

なる計測器に対し、測定値を取得する計測器読取装置であって、撮像可能範囲内

に存在する複数の計測器を撮像する撮像部と、撮像部で撮像された画像から測定25 

値を取得するデータ取得部と、を備え、撮像部は、複数のグループに分けられた
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複数の計測器を、グループごとに計測器に焦点を合わせて、グループごとに撮像

し、データ取得部は、撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから測定値を取

得する。 

【０００６】この計測器読取装置によれば、撮像部は、撮像可能範囲内の複数の

計測器をまとめて撮像するのではなく、グループごとに計測器に焦点を合わせて、5 

グループごとに計測器を撮像する。従って、複数の計測器をまとめて撮像する場

合に比べ、撮像した計測器の画像はぼやけ難い。その結果、データ取得部におい

て、複数の測定値を精度よく取得できるようになる。また、この計測器読取装置

では、撮像可能範囲内の計測器であれば、計測器ごとに、撮像部を移動させて位

置を変更するなどの操作は不要であるため、自動化に有利であり、効率的に測定10 

値を取得できるようになる。従って、この計測器読取装置によれば、複数の計測

器による複数の測定値を精度よく、且つ効率的に取得できる。 

【０００７】また、本発明は、測定対象の状態を自動制御する自動制御システム

であって、目盛りに沿って移動する可動部を備えると共に、可動部で示された目

盛りの値が測定対象の状態を示す測定値となる計測器と、測定対象の状態を変化15 

させる調整部と、計測器の測定値を取得する計測器読取部と、計測器読取部で取

得された測定値と基準値とを比較すると共に、測定値と基準値との差が小さくな

るように調整部を制御する制御部と、を備え、計測器読取部は、撮像可能範囲内

に存在する複数の計測器を撮像する撮像部と、撮像部で撮像された画像から測定

値を取得するデータ取得部と、を備え、撮像部は、複数のグループに分けられた20 

複数の計測器を、グループごとに計測器に焦点を合わせて、グループごとに計測

器を撮像し、データ取得部は、撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから測

定値を取得する。 

【０００８】この自動制御システムによれば、複数の計測器の測定値を効率的、

且つ精度よく取得できるようになり、この測定値に基づいて測定対象の状態を自25 

動制御できるようになる。 
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【０００９】本発明によれば、複数の計測器による複数の測定値を精度よく、且

つ効率的に取得できる。 

図面の簡単な説明 

【００１０】 

 図１は、実施形態に係る計測器読取装置を模式的に示す斜視図である。 5 

 図２は、計測器読取装置の概略の構成を示す説明図である。 

 図３は、アナログ流量計の位置情報テーブルの一例を示す図である。 

 図４は、複数のアナログ流量計の測定値を取得する処理を示すフローチャート

である。 

 図５は、第１のアナログ流量計の測定値を取得する処理を示すフローチャート10 

である。 

 図６は、撮像可能範囲内のアナログ流量計及び一のアナログ流量計に焦点が状

態の画像を例示する図である。 

 図７は、複数のアナログ流量計の測定値を記録したテーブルの一例を示す図で

ある。 15 

 図８は、アナログ流量計の背後に板材を設置した状態を示す図である。 

 図９は、グループ内の複数のアナログ流量計に焦点があった状態の画像を例示

する図である。 

 図１０は、他の計測器であるアナログ速度計の画像を例示する図である。 

 図１１は、実施形態に係る自動制御システムの構成を概略的に示す説明図であ20 

る。 

詳細な説明 

【００１１】一態様に係る実施形態は、目盛りに沿って移動する可動部で示され

た値が測定値となる計測器に対し、測定値を取得する計測器読取装置であって、

撮像可能範囲内に存在する複数の計測器を撮像する撮像部と、撮像部で撮像され25 

た画像から測定値を取得するデータ取得部と、を備え、撮像部は、複数のグルー
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プに分けられた複数の計測器を、グループごとに計測器に焦点を合わせて、グル

ープごとに撮像し、データ取得部は、撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれ

から測定値を取得する。 

【００１２】この計測器読取装置によれば、撮像部は、撮像可能範囲内の複数の

計測器をまとめて撮像するのではなく、グループごとに計測器に焦点を合わせて、5 

グループごとに計測器を撮像する。従って、複数の計測器をまとめて撮像する場

合に比べ、撮像した計測器の画像はぼやけ難い。その結果、データ取得部におい

て、複数の測定値を精度よく取得できるようになる。また、この計測器読取装置

では、撮像可能範囲内の計測器であれば、計測器ごとに、撮像部を移動させて位

置を変更するなどの操作は不要であるため、自動化に有利であり、効率的に測定10 

値を取得できるようになる。従って、この計測器読取装置によれば、複数の計測

器による複数の測定値を精度よく、且つ効率的に取得できる。 

【００１３】上記の計測器読取装置において、一のグループには一の計測器が属

し、撮像部は、グループごとに順番に計測器に焦点を合わせて撮像してもよい。

この計測器読取装置の撮像部は、撮像可能範囲内の複数の計測器に対して一の計15 

測器ごとに順番に焦点を合わせて撮像するようになる。その結果、撮像した複数

の計測器の画像は更にぼやけ難くなり、複数の測定値を精度よく取得できるよう

になる。 

【００１４】上記の計測器読取装置において、撮像部は、グループに属する一ま

たは複数の計測器を特定する計測器特定部と、グループに属する一または複数の20 

計測器の可動部及び目盛りに焦点を合わせて撮像する自動焦点部と、を備えてい

てもよい。計測器特定部により、一のグループに属する一または複数の計測器を

特定でき、計測器特定部で特定された一または複数の計測器の可動部及び目盛り

に焦点を合わせて撮像することで、精度よく測定値を取得できるようになる。 

【００１５】上記の計測器読取装置において、計測器は、アナログ流量計であっ25 

てもよい。さらにアナログ流量計は、面積式流量計であってもよい。この計測器
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読取装置によれば、アナログ流量計、例えば面積式流量計の優位性を享受しなが

ら、測定値をデジタル化する上で有利になる。 

【００１６】上記の計測器読取装置において、計測器で測定される測定対象は、

気体の流量であってもよい。さらに気体の流量は、炭化水素系気体の流量であっ

てもよい。上記の計測器読取装置によれば、気体の流量、例えば、炭化水素系気5 

体の流量であっても高精度で測定できる。 

【００１７】また、本発明は、測定対象の状態を自動制御する自動制御システム

であって、目盛りに沿って移動する可動部を備えると共に、可動部で示された目

盛りの値が測定対象の状態を示す測定値となる計測器と、測定対象の状態を変化

させる調整部と、計測器の測定値を取得する計測器読取部と、計測器読取部で取10 

得された測定値と基準値とを比較すると共に、測定値と基準値との差が小さくな

るように調整部を制御する制御部と、を備え、計測器読取部は、撮像可能範囲内

に存在する複数の計測器を撮像する撮像部と、撮像部で撮像された画像から測定

値を取得するデータ取得部と、を備え、撮像部は、複数のグループに分けられた

複数の計測器を、グループごとに計測器に焦点を合わせて、グループごとに計測15 

器を撮像し、データ取得部は、撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから測

定値を取得する。 

【００１８】この自動制御システムによれば、複数の計測器の測定値を効率的、

且つ精度よく取得できるようになり、この測定値に基づいて測定対象の状態を自

動制御できるようになる。 20 

【００１９】以下、図面を参照しつつ実施形態について詳細に説明する。 

【００２０】実施形態に係る計測器読取装置は、複数のアナログ流量計を撮像し、

この撮像によって取得された画像データに基づいて個々のアナログ流量計の測定

値をデータとして取得可能な装置である。アナログ流量計は、計測器の一例であ

り、例えば、面積式流量計である。まず、アナログ流量計及びアナログ流量計が25 

設置された気体供給ラインについて説明する。 
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【００２１】図１及び図２に示されるように、アナログ流量計（以下、「流量計Ｆ」

と称する）は、加熱装置Ｂに気体を供給する気体供給ラインＮＬに設置されてい

る。気体供給ラインＮＬは、ガスヘッダ―Ｔ、圧力計Ｐ、及び各種の流量調整バ

ルブＶ等を備えている。流量計Ｆで測定される測定対象は、気体の供給量であり、

炭化水素系気体の流量である。 5 

【００２２】流量計Ｆは、筒軸方向を上下方向とした筒状のケーシングＣと、ケ

ーシングＣの外面に印刷、刻印等により形成された目盛りＭと、ケーシングＣ内

に収容されたロータ式浮子よりなる指示体Ｋ（可動部）とを備えている。目盛り

Ｍは、目盛線として表現されており、例えば、最上部に最大目盛線Ｍｂが設けら

れ、最下部に最小目盛線Ｍａが設けられ、最大目盛線Ｍｂと最小目盛線Ｍａとの10 

間に、等間隔をあけて複数の目盛線が設けられている。指示体Ｋは様々な形態を

適用できるが、指し示す目盛線の位置を特定し易い形状が望ましい。本実施形態

では、指示体Ｋの上端部が測定値を示している。 

【００２３】計測器読取装置１は、ＣＣＤやＣＭＯＳなどの撮像素子を備えた撮

像部２と、撮像部２で撮像された画像に基づき、流量計Ｆの測定値を取得するデ15 

ータ取得ユニット３とを備えている。なお、撮像部２やデータ取得ユニット３は、

図示しない集中管理室内のホストコンピュータに接続されていたり、後述のデー

タ取得ユニット３の機能をホストコンピュータに持たせたりしてもよい。データ

取得ユニット３はデータ取得部の一例である。 

【００２４】撮像部２は、撮像可能範囲Ａｒ内に存在する複数の流量計Ｆを撮像20 

する。本実施形態では、例えば、８個（複数）の流量計Ｆが横一列に並んで配置

されており（図１参照）、この複数の流量計Ｆに対し、２台（複数）の撮像部２が

設置されている。第１の撮像部２Ａは、例えば、図１で示される左側の４個の流

量計Ｆが撮像可能範囲Ａｒ内となるように設置されており、第２の撮像部２Ｂは、

右側の４個の流量計Ｆが撮像可能範囲Ａｒ内となるように設置されている。ここ25 

で、流量計Ｆが、撮像部２の撮像可能範囲Ａｒ内に存在するという技術的意義は、
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撮像部２を移動させることなく、所定位置に固定された撮像部２によって、指示

体Ｋ及び目盛りＭの焦点を合わせることができる位置に流量計Ｆが配置されてい

ることを意味する。 

【００２５】第１の撮像部２Ａの撮像可能範囲Ａｒ内に配置されている４個の流

量計Ｆは複数のグループに分けて設定されている。例えば、本実施形態では、各5 

グループに１個の流量計Ｆが属すとして設定されている。なお、一のグループに

複数の流量計Ｆが属していると設定することも可能である。例えば、４個の流量

計Ｆを二つのグループに分け、第１のグループに２個の流量計Ｆが属し、第２の

グループに残りの２個の流量計Ｆが属していると設定することも可能である。 

【００２６】撮像部２は、監視用のカメラ等を適宜に使用でき、物理的な構成と10 

してレンズ、撮像素子、ＤＳＰなどのＣＰＵ、メモリ等を備えている。また、撮

像部２は、機能的な構成として、流量計Ｆの目盛りＭの位置情報を記憶する位置

情報記憶部２１と、第１～第４のグループに属する流量計Ｆをそれぞれ特定する

計測器特定部２２と、計測器特定部２２で特定された流量計Ｆの目盛りＭ及び指

示体Ｋに焦点を合わせて撮像する自動焦点部２３と、を備えている。なお、撮像15 

部２は、所定位置に固定的に設置されており、撮像部２を移動させることで、撮

像可能範囲Ａｒを変更することは想定されてない。 

【００２７】位置情報記憶部２１には、第１、第２、第３、及び第４の流量計Ｆ

ａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの位置情報が記憶されている。例えば、位置情報記憶部２

１には、位置情報テーブルＴａ（図３参照）が記憶されている。位置情報テーブ20 

ルＴａには、流量計Ｆの識別情報に対応付けて位置情報が記憶されており、例え

ば、識別情報「１」は第１の流量計Ｆａを意味し、対応する位置情報は「Ａ」で

ある。また、識別情報「２」は第２の流量計Ｆで、対応する位置情報は「Ｂ」、識

別情報「３」は第３の流量計Ｆで、対応する位置情報は「Ｃ」、識別情報「４」は

第４の流量計Ｆで、対応する位置情報は「Ｄ」である。 25 

【００２８】位置情報の取得方法は、様々であり、例えば、最初は手動（マニュ
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アル）にて複数の流量計Ｆそれぞれの目盛りＭの位置情報を取得し、取得された

位置情報を記憶することができる。また、複数の流量計Ｆの目盛りＭの位置と撮

像部２の設置位置との相対位置が規定された地図情報を記憶させておくことも可

能である。 

【００２９】手動で位置情報を取得する一例について説明する。まず、撮像部２5 

のレンズの向きを、概略で第１の流量計Ｆａに合わせ、オートフォーカスさせる。

ここで、仮に、第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点が合っている場

合には、この位置を第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋの位置情報として

記憶させる。一方、第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点が合ってい

ない場合には、手動にて、第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点が合10 

うように調整し、焦点が合った位置を第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋ

の位置情報として記憶させる。第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋの位置

情報とは、撮像部２のレンズの向き、ズームの度合い、フォーカスの度合い等を

示す値であり、機能的に第１の流量計Ｆａの目盛りＭに焦点が合うように再現で

きる各種情報を広く含む。第２～第４の流量計Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの位置情報につ15 

いても同様に取得できる。 

【００３０】また、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの位置情報は、

撮像部２自体を移動させることなく、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆ

ｄそれぞれの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせることができることを前提と

しており、仮に、一部の流量計Ｆ（例えば、第４の流量計Ｆｄ）の目盛りＭ及び20 

指示体Ｋに焦点を合わせることができない場合には、その一部の流量計Ｆは撮像

部２の撮像可能範囲Ａｒに含まれているとは言えない。 

【００３１】計測器特定部２２は、位置情報記憶部２１に記憶された情報に基づ

いて測定値の取得対象となる流量計Ｆを特定する。例えば、第１の流量計Ｆａが

測定値の取得対象の場合、計測器特定部２２は、位置情報記憶部２１を読み出し、25 

第１の流量計Ｆａに対応する位置情報を取得する。また、第２～第４の流量計Ｆ
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ｂ、Ｆｃ、Ｆｄが測定対象の場合、計測器特定部２２は、位置情報記憶部２１を

読み出し、第２～第４の流量計Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄのそれぞれに対応する位置情報

を取得する。つまり、本実施形態において、流量計Ｆを特定するとは、対象とな

る流量計Ｆの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせるための位置情報を取得する

ことを意味する。 5 

【００３２】自動焦点部２３は、計測器特定部２２で特定された流量計Ｆの目盛

りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせて撮像する。つまり、自動焦点部２３は、計測

器特定部２２で取得された位置情報に基づいてオートフォーカスし、その状態で

流量計Ｆの目盛りＭ及び指示体Ｋを撮像し、画像を取得する。 

【００３３】次に、データ取得ユニット３について説明する。データ取得ユニッ10 

ト３は、物理的な構成としてＣＰＵ、メモリ、モニタ等を備えており、例えば、

メモリに格納されたプログラムに基づいて動作し、撮像部２で撮像された画像か

ら測定値を取得するという機能を発揮する。 

【００３４】また、機能的な構成としてデータ取得ユニット３は、各種の基礎デ

ータやデータ処理部３２で取得された測定値を記憶する記憶部３１と、撮像部２15 

で撮像された複数の画像を処理し、それぞれの画像から測定値を取得するデータ

処理部３２と、データ処理部３２で取得された測定値に基づく測定値情報を出力

する出力部３３と、を備えている。 

【００３５】記憶部３１には、基礎データとして、例えば、第１～第４の流量計

Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄのそれぞれにおいて、指示体Ｋが最小目盛線Ｍａに位置20 

している状態の二値化画像の画像パターン（初期画像パターン）が記憶されてい

てもよい。また、記憶部３１には、基礎データとして、初期画像パターンを基準

にして、各目盛線（特に、最小目盛線Ｍａや最大目盛線Ｍｂ）の座標情報や測定

値などが記憶されていてもよい。また、記憶部３１には、データ処理部３２によ

って取得された第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの各測定値が記憶さ25 

れていてもよい。 
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【００３６】データ処理部３２は、測定対象となる流量計Ｆの二値化画像を生成

する画像処理工程、画像処理工程で生成された二値化画像の画像パターンに基づ

いて指示体Ｋの座標情報を取得する検出工程、指示体Ｋで示された測定値を取得

する演算処理工程を実施する。 

【００３７】画像処理工程の一例を説明する。データ処理部３２は、例えば、撮5 

像部２で撮像された流量計Ｆの目盛りＭ等の画像からグレースケールの画像を取

得する。データ処理部３２には、予め閾値が設定されており、データ処理部３２

は、グレースケールの画像に対し、各ピクセルの輝度が閾値を境に黒と白とに割

り振られた二値化画像を取得する。閾値は、例えば、指示体Ｋや目盛りＭが、他

の領域（目盛りＭ同士の間や背景）から区別される値に設定される。その結果、10 

例えば、指示体Ｋや目盛りＭを示しているピクセルは黒として表現され、その他

は白として表現され易くなる。また、データ処理部３２は、取得した二値化画像

の黒及び白の領域形状に基づく画像パターンを取得する。なお、記憶部３１に予

め記憶されている初期画像パターン用の二値化画像は、指示体Ｋが最小目盛線Ｍ

ａに位置している状態の画像を撮像部２が撮像し、撮像された画像に対して、上15 

記の処理を施すことで取得できる。 

【００３８】次に、データ処理部３２は、指示体Ｋの検出工程を実施する。指示

体Ｋの検出は、公知の種々の画像処理によって行うことができる。例えば、デー

タ処理部３２は、記憶部３１に記憶されている初期画像パターンを読み出し、こ

の初期画像パターンと、今回取得された二値化画像の画像パターンとを照合し、20 

パターンデータの差分計算を行う。計算結果は２次元配列となるが、この配列中

の差が発生している場所を指示体Ｋの位置として検出する。 

【００３９】ここで、差の発生がなければ（誤差範囲の閾値以下）、今回取得され

た二値化画像の指示体Ｋは、最小目盛線Ｍａを指していることになる。また、差

が発生している場合には、指示体Ｋは最小目盛線Ｍａ以外を指していることにな25 

る。例えば、本実施形態に係る指示体Ｋは、上端部が測定値を示すものであり、
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従って、差が発生している座標のうち最も上部の座標が測定値を示す座標となる。 

【００４０】次にデータ処理部３２は、指示体Ｋで示された測定値を取得する演

算処理工程を実施する。指示体Ｋで示された測定値を取得するための演算処理は、

二値化画像に基づく公知の種々の演算処理によって行うことができる。例えば、

データ処理部３２は、記憶部３１に記憶されている各目盛線の座標情報を読み出5 

し、各目盛線の座標情報と指示体Ｋの座標情報とを照合させて測定値を取得する

ことができる。 

【００４１】具体的には、流量計Ｆの目盛りＭの最小目盛線Ｍａから最大目盛線

Ｍｂまでの距離と、最小目盛線Ｍａから指示体Ｋの上端部までの距離との比を求

めることで、指示体Ｋが計測範囲の何％を指しているかを算出することができる。10 

最小目盛線Ｍａを示す場合の測定値と最大目盛線Ｍｂを示す場合の測定値とは、

例えば、記憶部３１に記憶されている。データ処理部３２は、最小目盛線Ｍａを

示す場合の測定値と最大目盛線Ｍｂを示す場合の測定値とを記憶部３１から読み

出し、更に、上述の計測範囲の％値とから、指示体Ｋで示された測定値を取得す

ることができる。 15 

【００４２】出力部３３は、データ処理部３２で取得された測定値に基づく測定

値情報を出力する。測定値情報は、例えば、モニタなどから視認可能に表示され

る情報である。また、測定値情報は、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆ

ｄのそれぞれに対応付けて表示された測定値（数値）、経時的な変化を示す測定値

の履歴、または測定値が下限の閾値を下回った場合や上限の閾値を超えた場合に20 

表示する警告情報（文字情報や音声情報などを含む）などが広く含まれる。 

【００４３】次に、計測器読取装置１によって実施される流量計Ｆの測定値の取

得方法について、図４及び図５を参照して説明する。図４は、複数の流量計Ｆの

測定値の取得する工程を示すフローチャートであり、図５は、第１の流量計Ｆａ

の測定値を取得する工程を示すフローチャートである。 25 

【００４４】測定時刻や測定間隔（インターバル）については、予め設定されて
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おり、所定の測定時刻になると撮像部２は第１の流量計Ｆａから順番に測定を開

始する。例えば、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの最初の測定時刻

は、それぞれ「ＡＭ９：３０」、「ＡＭ９：３１」、「ＡＭ９：３２」、「ＡＭ９：３

３」として設定されている。計測器読取装置１は、図４に示されるように、「ＡＭ

９：３０」になると第１の流量計Ｆａの測定値を取得し（Ｓ１）、「ＡＭ９：３１」5 

になると第２の流量計Ｆの測定値を取得し（Ｓ２）、「ＡＭ９：３２」になると第

３の流量計Ｆの測定値を取得し（Ｓ３）、「ＡＭ９：３３」になると第４の流量計

Ｆの測定値を取得する（Ｓ４）。なお、例えば、第１の流量計Ｆａの測定時刻及び

その他の流量計Ｆの測定の順番のみを設定しておき、順番の前の流量計Ｆの測定

値の取得が完了したら、後の流量計Ｆの測定が開始されるようにしてもよい。測10 

定値を取得する流量計Ｆの順番に関しては、測定回によって順番を変更したり、

一部の流量計Ｆの測定値の取得を省略したりするようにしてもよい。 

【００４５】次に、図５を参照し、第１の流量計Ｆａの測定値を取得する方法に

ついて説明する。なお、第２～第４の流量計Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの測定値を取得す

る方法も実質的に同一であるため、第１の流量計Ｆａの測定値を取得する方法を15 

代表して説明し、他の流量計Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの測定値を取得する方法について

は省略する。 

【００４６】例えば、第１の流量計Ｆａの最初の測定時刻は「ＡＭ９：３０」に

設定されている。撮像部２の計測器特定部２２は、測定時刻になると第１の流量

計Ｆａの位置情報の取得工程を実施する（Ｓ１１）。つまり、計測器特定部２２は、20 

「ＡＭ９：３０」に対応付けて設定されている第１の流量計Ｆａの識別情報「１」

を取得する。次に、計測器特定部２２は、位置情報記憶部２１に記憶されている

位置情報テーブルＴａ（図３参照）を参照し、第１の流量計Ｆａの位置情報（レ

ンズの向き、ズームの度合い、フォーカスの度合い等）を取得する。 

【００４７】次に、撮像部２の自動焦点部２３は、計測器特定部２２で取得され25 

た第１の流量計Ｆａの位置情報に基づいてオートフォーカス工程を実施する（Ｓ
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１２）。つまり、自動焦点部２３は、第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋに

対し、自動にて焦点を合わせる。例えば、図６の（ａ）図は、撮像可能範囲Ａｒ

に含まれる第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄが示されており、自動に

て焦点が合う対象領域Ｘａを一点鎖線で示している。図６の（ａ）図では、第１

の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点が合っている。なお、参考までに、5 

図６の（ｂ）図では、第２の流量計Ｆの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせて

いる状態を示しており、自動にて焦点が合う対象領域Ｘｂを一点鎖線で示してい

る。 

【００４８】次に、自動焦点部２３は画像取得工程を実施する（Ｓ１３）。つまり、

自動焦点部２３は、焦点が合った状態で第１の流量計Ｆａの目盛りＭ及び指示体10 

Ｋを撮像し、第１の流量計Ｆａの画像を取得する。自動焦点部２３は、画像取得

工程において、例えば、図６の（ｃ）図で示されるような画像を取得する。図６

の（ｃ）図は、第１の流量計Ｆａに焦点が合っており、隣の第２の流量計Ｆは、

ぼやけている画像を示している。また、参考までに、図６の（ｄ）図は、第２の

流量計Ｆに焦点が合っている画像を示している。自動焦点部２３は、取得した画15 

像をデータ取得ユニット３に出力しても良いし、位置情報記憶部２１に記憶して

もよい。 

【００４９】次に、データ取得ユニット３のデータ処理部３２は、前述の画像処

理工程を実施し、撮像部２で取得された画像から二値化画像を生成し、更に、画

像パターンを取得する（Ｓ１４）。次に、データ処理部３２は、前述の指示体Ｋの20 

検出工程を実施し（Ｓ１５）、指示体Ｋの位置（座標情報）を取得する。次に、デ

ータ処理部３２は、前述の演算処理工程を実施し（Ｓ１６）、指示体Ｋで示された

測定値を取得する。データ処理部３２は、取得した測定値を第１の流量計Ｆａ及

び測定時刻等に対応付けて記憶部３１に記憶させる。演算処理工程の終了によっ

て取得された測定値は、出力部３３から表示されてもよい。 25 

【００５０】演算処理工程の終了によって第１の流量計Ｆａの測定値の取得のた
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めの処理は完了し、次に第２の流量計Ｆｂの測定値が取得され、次に第３の流量

計Ｆｃの測定値が取得され、次に第４の流量計Ｆｄの測定値が取得される。撮像

部２及びデータ取得ユニット３によって取得された測定値は、例えば、図７に示

されるように記憶部３１に記憶されている。図７は、第１～第４の流量計Ｆａ、

Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄの識別情報、測定時刻及び測定値を対応付けて記録するための5 

テーブルＴｂの一例を示している。 

【００５１】なお、上記の実施形態では、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、

Ｆｄの背後には、二値化画像を生成する際に障害となる対象物が存在しないこと

を前提としている。しかしながら、流量計Ｆが透明であり、背後に指示体Ｋに近

い輝度の対象物が存在する場合には、撮像した画像から二値化画像を生成した際10 

に、指示体Ｋを区別し難くなる可能性もある。その場合、例えば、図８に示され

るように、流量計Ｆの背後に設置された白色の板材５を備えた計測器読取装置１

にすることも可能である。 

【００５２】次に、本実施形態に係る計測器読取装置１の作用、効果について説

明する。本実施形態に係る計測器読取装置１によれば、撮像部２で複数の流量計15 

Ｆを撮像するので、複数の測定値の効率的な取得に有利になる。特に、計測器読

取装置１にて測定値を自動で、且つ正確に取得できるようになるため、人的な負

担も低減でき、特に、測定対象となる流量計Ｆの数が多い場合（数十～数百）に

非常に有利になる。 

【００５３】また、例えば、上記の実施形態を参考にした比較例を想定し、仮に20 

第１～第４の流量計の全てを一度に撮像した場合、どうしても一部の流量計は、

ぼやけ易い。特に、流量計のような計測器では、画像処理を行って測定値を取得

しようとしても、元の画像の精度が悪いために、測定値の精度は安定しない。ま

た、仮に、撮像部を移動させて流量計ごとに撮像しようとすると、撮像部自体の

駆動機構が必要になり、装置が複雑化し易く、効率的でない。 25 

【００５４】上記の比較例に対し、本実施形態に係る計測器読取装置１によれば、
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撮像部２は、撮像可能範囲Ａｒ内の複数の流量計Ｆをまとめて撮像するのではな

く、グループごとに流量計Ｆに焦点を合わせて、グループごとに流量計Ｆを撮像

する。従って、複数の流量計Ｆをまとめて撮像する場合に比べ、撮像した流量計

Ｆの画像はぼやけ難い。その結果、データ取得ユニット３において、複数の測定

値を精度よく取得できるようになる。また、この計測器読取装置１では、撮像可5 

能範囲Ａｒ内の流量計Ｆであれば、流量計Ｆごとに、撮像部２を移動させて位置

や向きを変更するなどの操作は不要である。その結果、自動化に有利であり、効

率的に測定値を取得できるようになる。従って、この計測器読取装置１によれば、

複数の流量計Ｆによる複数の測定値を精度よく、且つ効率的に取得できる。 

【００５５】また、本実施形態に係る計測器読取装置１では、一のグループには10 

一の流量計Ｆが属し、撮像部２は、グループごとに順番に流量計Ｆに焦点を合わ

せて撮像している。つまり、撮像部２は、撮像可能範囲Ａｒ内の複数の流量計Ｆ

に対して一の流量計Ｆごとに順番に焦点を合わせて撮像している。その結果、撮

像した複数の流量計Ｆの画像は更にぼやけ難くなり、複数の測定値を精度よく取

得できるようになる。 15 

【００５６】なお、一のグループに複数の流量計Ｆ（計測器）が属するようにす

ることも可能である。この場合、撮像部２の自動焦点部２３が、一のグループに

属する複数の流量計Ｆの目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせることになる。例

えば、図９の（ａ）図に示されるように、第１の流量計Ｆａ及び第２の流量計Ｆ

ｂは一のグループに属し、図９の（ｂ）図に示されるように、第３の流量計Ｆｃ20 

及び第４の流量計Ｆｄは他の一のグループに属するようにすることも可能である。 

【００５７】この場合、例えば、撮像部２の位置情報記憶部２１には、第１の流

量計Ｆａ及び第２の流量計Ｆｂに対応する位置情報と、第３の流量計Ｆｃ及び第

４の流量計Ｆｄに対応する位置情報とを規定する位置情報テーブルが記憶されて

いる。計測器特定部２２は、位置情報記憶部２１の位置情報テーブルを読み出し、25 

最初に第１の流量計Ｆａ及び第２の流量計Ｆｂに対応する位置情報を取得する。
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次に、自動焦点部２３は、取得された位置情報に基づき、第１の流量計Ｆａ及び

第２の流量計Ｆｂの両方の目盛りＭ及び指示体Ｋに焦点を合わせ、撮像する。つ

まり、撮像部２は第１の流量計Ｆａ及び第２の流量計Ｆｂに焦点が合った画像（図

９の（ａ）図参照）を取得する。次にデータ取得ユニット３は、撮像部２で取得

された画像に基づき、第１の流量計Ｆａ及び第２の流量計Ｆｂの測定値を取得す5 

る。 

【００５８】次に、撮像部２は、第３の流量計Ｆｃ及び第４の流量計Ｆｄに対応

する位置情報を取得し、第３の流量計Ｆｃ及び第４の流量計Ｆｄの目盛りＭ及び

指示体Ｋに焦点を合わせ、撮像する。つまり、撮像部２は第３の流量計Ｆｃ及び

第４の流量計Ｆｄに焦点が合った画像（図９の（ｂ）図）を取得する。次にデー10 

タ取得ユニット３は、撮像部２で取得された画像に基づき、第３の流量計Ｆｃ及

び第４の流量計Ｆｄの測定値を取得する。 

【００５９】また、上記の計測器読取装置１では、測定対象として流量計Ｆを測

定している。流量計Ｆの場合、指示体Ｋで示された目盛りＭを視覚的に読み取っ

て精度よく特定するのには一定のスキルや慣れが必要であり、測定値の精度が低15 

下し易い。ここで、上記の計測器読取装置１を利用することにより、効率よく、

且つ精度よく測定値を取得できるので優位性が大きい。 

【００６０】本実施形態において、流量計Ｆで測定される測定対象は、気体の流

量であり、特に、炭化水素系気体の流量である。炭化水素系気体の流量を測定す

る場合、一般的には、面積式流量計が使用されている。主な理由は、ローコスト20 

でありながら、微小な流量の測定に適し、炭化水素系気体中の液化成分等の流体

中の異物の影響を受けにくいためである。 

【００６１】一方で、面積式流量計の測定値を電気信号として出力させるには、

構造が複雑になり、高価になるが、本実施形態に係る計測器読取装置１によれば、

面積式流量計によって高精度に取得された測定値のデジタル化に有利になる。つ25 

まり、本実施形態に係る計測器読取装置１によれば、アナログ式の流量計、特に
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面積式流量計の優位性を享受しながら、測定値をデジタル化する上で有利になる。 

【００６２】なお、上記の実施形態では、流量計Ｆや面積式流量計を例に計測器

を説明したが、計測器は、例えば、圧力計、速度メータやトルクメーターなどで

あっても良い（図１０参照）。例えば、速度計ＦＡは、円形に表示された目盛りＭ

Ａと、目盛りＭＡの中心から放射方向に延びる指針ＫＡとを備える。指針ＫＡ（可5 

動部）は、目盛りＭの中心を支点にして回転可能であり、指針ＫＡで示された目

盛りＭＡの目盛線の値が測定値となる。つまり、指針ＫＡは、目盛りＭに沿って

移動する可動部の一例である。データ取得ユニット３のデータ処理部３２は、撮

像部２で撮像された画像から二値化画像を生成し、例えば、指針ＫＡの先端の座

標情報を取得する。次に、データ処理部３２は、指針ＫＡの先端の座標情報に基10 

づいて回転角を求め、また、目盛りＭの座標情報との相関性を参照することで測

定値を取得することが可能である。なお、図１０では、撮像可能範囲Ａｒ内の３

個の速度計ＦＡのうち、中央の速度計ＦＡに焦点が合わされて撮像された画像を

示している。 

【００６３】次に、図１１を参照して実施形態に係る自動制御システム１００に15 

ついて説明する。本実施形態に係る自動制御システム１００は、加熱装置Ｂと、

加熱装置Ｂに気体を供給する気体供給ラインＮＬと、気体供給ラインＮＬを介し

て加熱装置Ｂに供給される気体を自動制御する制御装置１０と、を備えている。 

【００６４】気体供給ラインＮＬは、ガスヘッダ―Ｔと加熱装置Ｂとを接続し、

気体が通過する配管Ｎａ、配管Ｎａを通過する気体の供給量（流量）を測定する20 

流量計Ｆ、気体の供給量を変化させる調整部ＣＴとを備えている。調整部ＣＴは、

各種の流量調整バルブＶ等を備えている。本実施形態に係る自動制御システム１

００において、流量計Ｆは、計測器の一例であり、気体は、計測器で測定される

測定対象の一例である。調整部ＣＴは気体の供給量（流量）を変化させることで

測定対象の状態を変化可能である。なお、気体は、炭化水素系気体であってもよ25 

い。 
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【００６５】制御装置１０は、流量計Ｆの測定値を取得する計測器読取部１Ａと、

計測器読取部１Ａで取得された測定値に基づき、調整部ＣＴを制御する制御部６

と、を備えている。なお、計測器読取部１Ａは、実質的に上述の計測器読取装置

１に共通する物理的構造や機能的構成を備えているため、共通する物理的構造や

機能的構成には、同一の符号を付して説明を省略し、主として相違点を中心に説5 

明する。 

【００６６】計測器読取部１Ａは、撮像部２とデータ取得ユニット３とを備えて

おり、第１の流量計Ｆａから第４の流量計Ｆｄまで、順番に測定値を取得する。

計測器読取部１Ａは、取得した測定値を制御部６に出力する。制御部６は、ＣＰ

Ｕやメモリ等を備えており、無線または有線にて調整部ＣＴに対して制御信号を10 

送受信可能となるように接続されている。制御部６は、例えば、メモリに格納さ

れたプログラムに基づいて所定の機能を発揮する。 

【００６７】制御部６は、計測器読取部１Ａから測定値を取得すると、取得した

測定値と予め設定されている基準値とを比較し、差がある場合には、測定値と基

準値との差が小さくなるようする制御信号を調整部ＣＴに送信する。調整部ＣＴ15 

は、第１～第４の流量計Ｆａ、Ｆｂ、Ｆｃ、Ｆｄが設置された各気体供給ライン

ＮＬに設置されている。従って、制御部６は、測定値を取得した流量計Ｆに対応

する気体供給ラインＮＬの調整部ＣＴに制御信号を送信する。 

【００６８】調整部ＣＴは、制御部６からの制御信号を受信すると、制御信号に

従ってポンプＰや流量調整バルブＶを駆動制御し、流量が基準値に近づくように20 

制御する。 

【００６９】この自動制御システム１００によれば、複数の流量計Ｆの測定値を

精度よく、且つ効率的に取得できるようになり、この測定値に基づいて気体の供

給量を自動制御できるようになる。 

【００７０】以上、実施形態に基づき、計測器読取装置１及び自動制御システム25 

１００を説明したが、本発明は、上記の実施形態のみに限定されない。例えば、
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撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから測定値を取得する方法については、

二値化画像の生成に基づく取得方法に限定されず、他の画像処理に基づいて所得

するようにしても良い。また、自動制御システムによる測定対象は気体の供給量

に限定されず、例えば、計測器で取得された測定値を人間が目視によって取得し、

その測定値に基づく操作によって流量等を調整しているようなシステムに適用で5 

きる。 

【００７１】[符号の説明] 

１…計測器読取装置、２，２Ａ，２Ｂ…撮像部、２２…計測器特定部、２３…自

動焦点部、３…データ取得ユニット、６…制御部、１００…自動制御システム、

ＣＴ…調整部、Ｆ，Ｆａ，Ｆｂ，Ｆｃ，Ｆｄ…アナログ流量計（計測器）、ＦＡ…10 

速度計（計測器）、Ｍ，ＭＡ…目盛り、Ｋ…指示体（可動部）、ＫＡ…指針（可動

部）。  
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請求の範囲 

【請求項１】目盛りに沿って移動する可動部で示された値が測定値となる計測器

に対し、前記測定値を取得する計測器読取装置であって、 

 撮像可能範囲内に存在する複数の前記計測器を撮像する撮像部と、 

 前記撮像部で撮像された画像から前記測定値を取得するデータ取得部と、を備5 

え、 

 前記撮像部は、複数のグループに分けられた前記複数の計測器を、前記グルー

プごとに前記計測器に焦点を合わせて、前記グループごとに前記計測器を撮像し、 

 前記データ取得部は、前記撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから前記

測定値を取得する、計測器読取装置。 10 

【請求項２】一の前記グループには一の前記計測器が属し、 

 前記撮像部は、前記グループごとに順番に前記計測器に焦点を合わせて撮像す

る、請求項１記載の計測器読取装置。 

【請求項３】前記撮像部は、前記グループに属する一または複数の前記計測器を

特定する計測器特定部と、前記グループに属する一または複数の前記計測器の前15 

記可動部及び前記目盛りに焦点を合わせて撮像する自動焦点部と、を備えている

請求項１または２記載の計測器読取装置。 

【請求項４】前記計測器は、アナログ流量計である、請求項１～３のいずれか一

項記載の計測器読取装置。 

【請求項５】前記アナログ流量計は、面積式流量計である、請求項４記載の計測20 

器読取装置。 

【請求項６】前記計測器で測定される測定対象は、気体の流量である、請求項１

～５のいずれか一項記載の計測器読取装置。 

【請求項７】前記気体の流量は、炭化水素系気体の流量である、請求項６記載の

計測器読取装置。 25 

【請求項８】測定対象の状態を自動制御する自動制御システムであって、 
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 目盛りに沿って移動する可動部を備えると共に、前記可動部で示された前記目

盛りの値が前記測定対象の状態を示す測定値となる計測器と、 

 前記測定対象の状態を変化させる調整部と、 

 前記計測器の前記測定値を取得する計測器読取部と、 

 前記計測器読取部で取得された前記測定値と基準値とを比較すると共に、前記5 

測定値と前記基準値との差が小さくなるように前記調整部を制御する制御部と、

を備え、 

 前記計測器読取部は、撮像可能範囲内に存在する複数の前記計測器を撮像する

撮像部と、前記撮像部で撮像された画像から前記測定値を取得するデータ取得部

と、を備え、 10 

 前記撮像部は、複数のグループに分けられた前記複数の計測器を、前記グルー

プごとに前記計測器に焦点を合わせて、前記グループごとに前記計測器を撮像し、 

 前記データ取得部は、前記撮像部で撮像された複数の画像のそれぞれから前記

測定値を取得する、自動制御システム。 

15 


